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振り子運動の振れ幅と周期の関係
The Relation between Width of Swing and Period of a Pendulum
井 頭 均 ＊
Abstract
When we were students at primary school and junior high school, we learned that the period of a
pendulum did not change even if the weight of the plumb was different. But this law is true only when
the swing of the pendulum is very small. When the swing of the pendulum becomes wider, the period of
the pendulum becomes slightly longer.
I made a pendulum 1 meter in length and filmed the movement of the plumb using a high speed
camera. I also measured the period of this pendulum. When the plumb moved a short distance, the
period (or time) was 2.02 seconds. But when the plumbʼs swing was big the period of the pendulum
lengthened. The period was 2.25 seconds when the plumb went down at an angle of 80 degrees. I made








































































































































































































































線が座標 A 点（、1.59）と B 点（80、1.79）を
通ると仮定して y ＝ ax2＋ b に代入して計算する
と、次のような関係式が得られる。
y＝0.0003x2＋1.59




























〔 y は周期、xは振れ幅（度）、x ≦90度〕
．振れ幅が大きくなったときの周期の補正
高校の物理で振り子の周期を求める公式 T＝





90°）、おもりの X 座標を xとすると、運動方程式
は



































































振れる角度 θが十分に小さいとき、x ≒ x́ である
から、両辺から−mxが消去されて
ｇ／ℓ＝ω2…④式 となる。
また、単振動の周期 Tは T＝2 π／ωであるから、
ω＝2 π／Tとなる。
これを④式に代入すると、
 g／ℓ＝ 2 π／T ∴ T＝ 2 π  ℓ／g
という振り子運動の周期の公式が求められる。ただ
し、①式の x は、おもりの位置の x 座標であり、
②式の x́は点 p と点 qの円弧の長さである。振れ
る角度が非常に小さい場合は x ≒ x́と考えても差
し支えないが、角度 θが大きくなれば、x と x́ が
等しいとみなすことができなくなる。
仮に、弧 x́が xの1.2倍であるとすると





2＝ g ／1.2ℓ ω＝ g／1.2ℓ…⑤
⑤式に ω＝π／Tを代入して
 g／1.2ℓ ＝ π／T ∴ T＝2 π 1.2ℓ／g




















































































































































































・朝永振一郎他 1968 物理B 大原出版 pp. 117-122。
・茅誠司他 1976 物理Ⅱ 学校図書 pp. 6-22。
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